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戦中・戦後
の
専修大学を語る専修大学の新たな出発
ー旧制大学から新制大学ヘ!
座談会の趣旨
に
ついて
この
座
談 会
は、
専修大学創立
一三
O年を
記念し
て一
一O
O九年九月
に刊
行し
た
「専修大学
の歴
史』
の執
筆
・編
集のた
め
に、
戦中か
ら戦
後の時
期、
専修大学
に在
籍し
てい
た卒
業
生の
方々
にお
集まり
いた
だ
き、
当時
の様子を
語
って
いた
だいた
際の記
録である
。
専修大学
は、
これ
ま
で創
立一
OO年以降五年
ご
とに
記
念誌を作
っ
てきたが
、一
三O
年 史
に
つい
ては
、
これ
までのよ
うなビ
ジュア
ル中
心の
もの
では
なく
、
誰もが読
め
る、
また学
生へ
の授
業で使
用できる
ような
もの
にし
たいとい
う意見が
編集委員
会から出
された
。
二O
O八年
度九月
から
本
学では
、
大谷正
(法学部教授)
を中
心に
して
、
専修大学
の歴
史をテ
lマ
にした
授
業を開
講し
たこ
ともあり
、
授業
のテキス
トとし
ても
使用
でき
る本
を作ろうと
いうことに
な
った
戦中・戦後の専修大学を語る
ため
である
。
また
学
生だけ
に読ん
でもら
うの
では
なく
、
多く
の校
友
をは
じめ、
全国
に向け
て専
修大学
の歴
史を発
信
した
いという
思いか
ら、
書屈
でも
購
入できるよ
う平
凡
社か
ら刊
行
する
こととな
った
。
そこで
どの
ような
内容
に
するかと
いうこと
を
編集委員会
で議
論し
たと
ころ
、
これ
までの
よう
な創
立者
や大学
の経
営に
携わ
って
いる
教
員や
優れ
た研
究
者の話
だけ
でなく
、
学生
や卒業生
の動
向も盛り
込ん
だもの
にしよう
という
基本
的な方
針が
定め
られた
。
しか
し肝
心
の学
生の
在学中の
様子
や卒
業後
の動
向を把
握できるよ
うな資
料が非
常に
少な
く、
具体的にど
の
よう
な学
生生活を送り
、卒
業後、
どの
よう
な活
躍を
し
てきた
のか
とい
うこと
がわ からな
い。
そ
こで
、
卒業
生の
方々に集
ま
って
いた
だき
、
学生時代
や卒業後
の話
を
お聞
きし
て、
それを
『専修大学
の歴
史』
の執
筆に反
映
させ
たい
とい
う趣旨か
ら今回
の 座談会が
企画さ
れた
。
また
、
専修大学
では
創立
一五
O年
に向け
て、
史料集
の刊
行を予定
している
。
大学
の歴
史に関
わ
る史
料を埋
蔵
させ
ておくの
では
なく
、
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重要
なも
のは
できるだけ
公開す
る
ことによ
って
、
大学
に関
心をも
っ
多く
の方
々
に活用
していた
だき
たいという
趣旨
から
である
。
しか
しこの
よう
な史
料
集の編
纂のため
には
、
各方面か
ら詳
細な調
査を行
い、
卒業生
の方
々
から
いろいろ
な
情報
を提
供し
てい
ただく
必
要が
ある
。
今後も座談会を
定期的
に開
催す
る
こと によ
って
、
多く
の
卒業
生の
方々
から
様々
な意
見を
お聞
き
できれ
ばと
考え
ている
。
「専修大学
の歴
史」
編集委員
大谷正
(法学部教授)
日
時
平成
一二年三
月二
一日
(土)
午後
一時三
O分
i四
時三
O分
神田校
舎八号
館
(法科大学院棟)
五階
五A会議室
場
所
出席者
樋口義雄氏
(昭和
一八年
予 科
昭和
二二
年 経 済 学 部 卒 )
繁住敏郎氏
(昭和二
二
年 予 科
昭和二
五年
経 済 学 部 卒 )
斉藤昇氏
(昭和
二 二 年 予 科
昭和二
五年
経 済 学 部 卒 )
秩父
勇一
氏
(昭
和二七
年
商経学部商業学科卒)
長谷川富士雄氏
(昭
和二七
年
商経学部経済学科卒)
古家
保二氏
(昭
和二
七年
商経学部経済学科卒)
司
メ〉、エミ
(専修大学法学部教授)
大谷正青木美智男新井勝紘
(専修大学史編集主幹)(専修大学文学部教授)
岩
崎
それ
で
はお
時
間になり
ました
ので
、
そろそろ
始
めさせ
ていた
だきた
いと
思いま
す。
本日は
本
当に
お忙し
い中
、
お集
まりい
ただ
きまし
で
ありがとう
ご
ざい
ます
。
大学史資
料課
長を務め
ており
ます
岩崎と
申し
ます
。
どう
ぞよ
ろしく
お願
い
いた
しま
す。
専修大学は
来年度、
創 立
一三O
年
を迎え
ます
。
大学史資料課
では
、
本学文学
部の教
授で
あり
ました
青
木美
智男
先生を
編集主幹と
して
迎
え、
名称
はま
だ未
定では
ござい
ますが
昨年
より
、
専修大学
一三
O年
史の
刊行準
備を
進め
ている
ところで
す。
本日は、
六人
の校
友の方
々
にお
集まり
いた
だきまし
て、
学生時代
のお
話を
お
伺い
するととも
に、
この
話を
一三O
年史編集
の資
料と
し
てだけ
では
なく
専修大学
の歴
史を後
世に伝
えるため
の大
切な資
料と
して
有 効
に使
わせ
ていた
だきた
いと
思いま
す。
これまで
大
学史資料課
の業
務は資
料の収
集や
保存
が中
心
で、
活用
にま
で手が回
らな
いとい
うよ
うな
状
況でござい
ましたが
、
昨年、
青
木先生
がお
越
しに
な
って
、
大学
の方
からも
色々
と
知の発
信
をし
てい
こう
とい
うこと
になり
、
『専
修大学
史紀要』
という
研
究雑
誌を今
年
から
刊
行す
る
ことに
なり
ました
。
来年三
月に
第二
号を
刊行す
る予定
にな
っており
ますけれども
、
本日の座
談 会
の模様
を掲
載
させ
ていた
だきたく
、
ご了
承
をいた
だきた
いと
思いま
すの
でよろ
しくお
願い
い
-10-
たし
ます
。
それ
では
私の方
から
、
本日出
席の
一三O
年
史の編
集に
携わ
る教
員
の紹
介を
させ
ていた
だきた
いと
思いま
す。
今、
申し
ました元
文学部
教授
で、
現在、
専修天学史編集主幹を
され
ており
ます
青木先生
です
。
次に、
専修大
学一
三O
年史
の編集アドバイザー部
会と
い
う組
織が
ござ
いま
して
、
その
メ
ン バ
ーである
新井勝紘文学部教授
と大
谷正法
学部教授
です
。
それ
ではこ
こからは
、
司会
およ
び
進行を務め
る大
谷先生
の方
から
よろ
しく
お願
い
した
いと
思い
ます
。
それ
では
、
これ
から
あと
の司
会 ・
進行は
法学部
の大
谷が
させ
てい
ただ きま
す。
お手
元に二
枚の年
表の
ようなも
のを
ご用
意いた
し
ました
。
大体、
昭和
一五年
頃か
ら終
戦後
の昭
和三
O年
ぐら
いまでの
もの
です
。
大
谷
今度刊
行す
る
『専修
大学
の歴史』
の執
筆は、
戦争中
は
こちらの新
井が担
当、
その
後の戦
後の
部分、昭和三O年ま
では
、
私が担
当
とな
っ
てい
ます
。
先日か
ら大
学史資料課
で資
料を見
ており
ましたが
、
実際
の学
生の
動向
等を一
不す資
料が少な
いた
め、
今日は
皆
さん
に色々
なお
話を
聞
かせ
ていた
だき
、
この
時
期の専
修大学
の資
料を後
世
に残すと
とも
に、
我々
の執
筆にも
ぜ
ひと
も参
考にさせ
てい
ただきた
い
と考え
てお
ります
。
本日
は戦
争中
の専修大学
の様子、
当時
の大
学の幹
部の動
向、
ある
いは
戦
中・戦後
にお
け
る教
育制度
の変
遷、
そのほ
か勤労動員
や繰り
上げ
卒業、
徴兵猶予
の停
止と
いう
よう なと
こ
ろをぜ
ひと
もお
聞き
し
たいと
思いま
す。
戦中・戦後の専修大学を語る
今日お集
まりい
ただ
きまし
た方々
では
、
樋口先生
が戦
争中
に在
学
して
おられまし
て学
徒出
障を経験し、
戦後、
大学
に帰
って
きて
おら
れま
すの
で 、
最初
に樋
口先生
か
ら戦争
中、
ある
い
は戦
後の
お話を
伺
いたい
と
思っ
てお
ります
。
それから
、
年表
の一
枚目
の下
の方
は終戦直後
の専
修大学
の動
向を
まと
めたもの
です
。
終戦と
ともに大
学は、
戦争
から
帰
って
きた
学生、
新し
く戦後入
って
きた学
生に
対し
て授
業を始め
るん
ですけれども
、
実際
は昭
和二
O
年に
は再
開
でき
ず、
翌年か
ら授
業が始ま
った
ようで
す。
そのと きに
一
つ大
きな
テ
lマ
とし
て、
新し
い大
学を作ろ
うと
い
う動き、
『専修大学百年史』
(以
後、
『百
年史』
と略
)
には
「大学
復
興運動」
と書い
てあり
ます
。
いろ
んな
学生
たち
の動
きがあ
った
よう
です
が、
この
辺も
『百年史』
を読
んだだけ
では
、
ある
いは
大学史資
料 課
が
保管し
てい
る資
料 、 だ
けでは
、
つか
みづ
らいとこ
ろがあり
ます
ので
、
その
時
期を体
験され
た先
生
方に、
ぜひと
もお
話を
お聞
き
でき
れば
と考え
ており
ます
。
つマ
ついて
、
年表
の二
枚目
にある
新
制大学
への
移
行の問
題を
お聞
き
した
い。
昭和二
四年が新
制大学
の第
一期
にな
ってい
ま
すが、
今日
い
らっし
ゃっ
た方で
は、
樋口
先生、
斉藤
先生、
繁住先生
を除く他
の三
人の
方は多
分、
新制
の卒
業にな
るか
と思
い
ます
。
旧制か
ら新
制へ
の切り
替え時
期
の様
子や編
入の
あり
方に
ついて
、
我々
にはよ
くわからな
い点
が多い
ので
、
教え
てい
ただけ
ればと思
い
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ます
。
それから
、
新し
く生
田校舎を買
って
大学
の発
展の基
礎が
できる
の
もこ
の頃です
。
当時
の大学運
営の中
心にな
っておられま
した
のは
、
今村力
三郎
総長
をは
じめ、
大河
内一
男学長、
それか
ら築
田欽次郎理
事長
です
。
その
後
を継い
で小
林良正
学長、
鈴木義男理
事長・学長、
川島正次郎理
事長・総長
らが、
専修大学
の運
営を担
って
発展
させ
て
いき
ました
。
これ
らに
つい
てもお
話を
願い
たい
と
思い
ます。
それから
、
何よ
りも
我々
が聞
きた
いの
は、
当時の学
生生活
です
。
勉学の
様子や、
それか
ら本
日出
席
された
方で
はス
ポ
ーツ方面
で活
躍
された
方が
おら
れま
すの
で、
そういう
学生生活の様
々な
側
面に
つい
て、
ぜ ひ
とも
知りた
いとい
うの
が我々
の希
望でござい
ます
。
今日は
六人
もの方が
いら
っしゃ
って
下さ
い
ました
ので
、
御一
人一
O分程度
で、
それぞれ
の学生生活、
ある
い
は今
日お配りし
た年
表の
なか
で我々
が聞
きた
いと
思
って
いるこ
とに
つい
て自
由にお
話いただ
き、
その
後、
少し休
憩
を取りまし
て、
こち
らから
の質問
に答え
てい
ただけ
れば
大変あ
りが
たい
と
思い
ます
。
それ
で
は順
番とし
ては
、
先輩の
方か
ら順次お話を
願い
たい
。
最初
に樋
口先
生か
ら口
火を切
って
いた
だき
、
次に
繁
住先生、
斉藤先生の
順でお
願い
い
たしま
す。
そし
て昭
和二
七年卒業の方
々
につ
いて
は、
五十
音 順
で秩
父先生、
長谷川
先生、
古家先生と、
こういう
順番
でお
願い
した
いと
思いま
す
がよろ
しい
で
しょう
か。
それ
では
、
樋口
先生
か
らよ
ろしく
お願
い
いた
しま
す。
樋口
一番
古いと
いわ
れ
た樋
口で
ござい
ます。
ちょ
っと
経歴
が変
わっ
てお
ります
ので申
し上げ
ておき
ます
。
私は
栃木の曹洞宗
のお
寺に生
まれまし
て、
佐野中
学を
出た後
、
豊川妙音寺専門僧堂と
いう
学校
に
入りま
した
。
妙音寺と
いう
と豊川稲荷
ですね。
その
豊
川稲荷の専門
学校
に入りました。
住 職 の 資 格
をもらうため
には
まず専
門学校卒
業でな
き
ゃい
けな
い。
それ
で 専
門 僧
堂に
入りまし
て二
年。
その
後専修大学の予科
に入
った
わけ
です
。
その問、
すで
に総
持寺の研究所
に籍
をおきま
し
て、
専修
大学の学部へ入
った頃に総
持寺を卒
業し
て曹
洞宗の教師
にな
りまし
た。
良
い坊
主になろ
う
と思
ったん
です
。
しかし
私には
仏
教の五欲を
守れ
ない
。
不 殺
生とか
いろ
んな
こと
をいうで
しょ。
どう
考え
ても
守
れな
い
しね
。
自由人
だ
った
んで
すね。
生まれ
たとき
か
ら寺を継
げと
いわ
れ、
非
常にき
つい目に
遭
いま
した
。
何も自
由な
こと
はな
い。
でも
資格
を取
るため
に豊
川妙音寺の専門僧堂へ入
って、
すぐ
に総
持寺
に行
って
、
それ
で終
わっ
たと思
った
ら今
度は、
「駒沢大学
に行
け」
って
い
うん
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ですね。
「駒沢大学
に行
った
って
何にな
るんだ」
って
いっ
たの
。
「専
門 僧 堂
に行
ったんだ
から
駒
沢に
行っ
たっ
て何にもならな
いだ
ろう
」
とい
ったら
、
「い
や
、
行け」
っていう
。
でも
行か
なか
った
。
それ
で
専修大学の予科
に入
りました。
ここ
ならい
ろんな
実務の教育も受け
られ
るし、
いろ
んな資
格もも
らえ
るし
、
学校の先生
にもなれ
るしとい
うの
で専
修大学を
選 ん
だわ
けで
す。
そのうち
に学
徒出陣、
特攻隊
とし
て陸軍の飛行戦隊
に入
り
ました
。
終戦
にな
って専
修大学
に復
学し
たん
です
。
祖父が住
職を務
めてい
たお
寺に住
み、
葬 式 の 手
伝いをや
りながら
通い
ました
。
その
当時の下級生
に秩
父さんが
いま
した
。
私が
専修大学
に入
ったのは
昭和一六年
四月
でした
。
阪谷芳郎男爵
が専
修大学の総長の
時で
す。
どこ
に行
っても
立て
看
板には
「男爵阪
谷芳郎
専修大学」
と 書
かれ
てい
ま
した
。
栃木
のほうま
であり
まし
た。
看 板
には
九月入学と
書い
てあり
、
私は良
い学
校だ
と思っ
て入
学を
申し込んだ
ら、
入学
はい
つでもできる
んで
すね。
これ
にはま
いっ
た。
そこ
で格
好
悪いか
ら
「九月
入
学なん
て文
字は
外し
てく
れ。
僕は専
修
大学を
選
んだ
のに
、
そんなの
困る
」
と、
大学
に申
し入れ
たん
です
。
戦中・戦後の専修大学を語る
その
頃は
予科と専門部と学
部が
ありました
。
しかし
、
専修大学の学部
には
学生
がほ
と
んど
いな
いんです
ね。
学
部に
一0
1一
五人
。
予科と学部
は人が少な
いん
ですよ。
専門
部に
は
学部と同
じ恰
好を
した
学
生が雲
霞のご
とく
いま
した
。
専門部と
いう
のは
大学の財
源だった
んでし
ょうね、
ここに
は誰でも
入れ
ました
。
予科
は
旧制高校と同じ
だった
から
当
然学問の内容
が違
'つん
ですよ。
そのた
め専
門部
に入
った
らみ
んな早く
卒業し
てサラ
リーマ
ンになり
ましたが
、
予科と学部の学生
は鍛
えられました
。
その
頃は阪
谷さ
ん
が亡くな
っ
て、
道家さん
と
いう
政治
家が学
長に
なって
い
ました
。
彼は
この
大学を
私物化
し
て、
当時流行
って
いた
「南進論」
を唱え
て政治
運動ば
かり
し
ていま
した
。
弁論
部を牛耳っ
て右
翼と
一緒
に講演会を
やっ
てい
たのも
この
人
です
。
僕ら
は予
科
で文
科
系で
すから
、
そういう
政治
方
面に
はあ
んまり
関
わらず
に割
と 冷
た
い目で
見て
い
たん
です
けども、
都 内
でも
地方
でも
演説会を
やってま
したね
。
だから
専修大学っ
てい
うのは
右翼の学
校
じゃ
ないか
なん
てい
わ
れていま
した
。
学生服も国民服
に替
わり
ました
。
専修大学の学生
も全員、
国民
服
にな
った。
それ
で受
験生
に嫌
わ
れるように
なり
ました
。
その
当時は
軍の指
導が強かったん
です
が、
専修大学
が一
番い
う
こと
を聞い
たん
じゃな
いで
すか。
あの頃早稲
田行
ったっ
て、
駒沢行
ったっ
てみ
んな
着 物
です
よ。
明治大学
に行
ったら
み
んな
袴で
下駄
履い
てる
んです
ね。
でも
専修
大学
は非
常に
まじめ
な大学
で、 きち
んと国民服着
てゲ
ー
ト
ル巻
いて
ね。
本当
にも
う軍
国主
義
って
い'
つんです
か、
そういう
学校
だった
ですね。
ほか
の
大学と違っ
て自
由
とい
う
のが
な
かった
ですね
。
報国隊とか
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に締
め付
け
られ
てね
。
上級生
が
下級生の服
装をちゃ
んと
見て
て、
帽
子に油
塗 っ
て
ると
ぶっ飛
ばされる
。
そういう
風に
非常
に統
制がとれ
ていた
という
んでし
ょうか。
だから
明治
とか
日大
とか早
稲田とかと
全然違'つん
ですよね
。
それ
で終
戦になり
まし
て、
内地
に帰
ってき
て大
学に復
帰し
ました
。
神保町の
この
辺りは
専
修大学の
一角
だけが焼
け残
って
いた
んです
。
あれは
二
O年の九
月
です
か。
僕は
飛行
服を着
て大
学に通
ってた
んで
すよ。
そしたら
「軍
隊に入
って
い
た奴は
来い、
今の大
学は
たる
んで
る」
と、
学生監が
こういう
んですね
。
「僕
は
昨日
まで
戦
地に
いた
ん
です
、
そんな
こと
を
いわ
れる
必要な
いで
しょう
」
てい
った
らね
、
「い
や
、
今の学
部は
たる
んでる
」
とこういう
んで
すよ。
まあ
、
自由
の風
が吹
いて
くる
と 複
雑になる
男も
いた
んでし
ょうね。
そのう
ち続々と
復員し
た学
生が
帰
って
きました。
帰つ
でき
たら
、
僕が
い
た当時、
学長だった小泉嘉
章さんが、
いつ
の
間に
か総
長にな
っ
てい
るんだ
ね。
自分
で辞
令を発
行し
て総
長
に
なっ
ちゃ
った。
そした
ら居
残り
の学生
、
復員し
た学
生が
怒り
狂い
まし
てね
。
色々と
探りま
したら
、
その
当時大学
のな
かで
自
転車部隊、
いわ
ゆる
銀輪部隊ー
を
もっ
て
るのは専
修大学だ
けだ
ったん
です
が、
そういう
特殊
な部
隊を
もっ
てま
し
てね
。
その自転車が
置いで
あったと
ころ
から
、
いつ
の間
にか
自
転車
が
なくな
って
い
るん
です
。
他に
もピアノが
小泉学長の家
に運
ばれ
たと
い
う話
を聞い
て、
大学
を私
物化し
てる
んじゃな
い
かと
学
生たちが
怒り
まし
て、
それ
で学
生
大会
を開
こう
とい
ってビラを
貼 っ
たら
、
こ れを
大学が剥が
すん
です
。
でも
復員し
た連
中
とい
うのはみ
んな
陸軍少尉、
中尉
です
から
、
ふざ
けんじゃね
えっ
てい
，つん
で大
学にね
じ込
み
まし
て、
そこで
学生大会
をや
ったん
です
。
そうい
う軍
国主義時代の教
育を
した
人
が総
長なん
ておかし
いん
じゃな
い
かと
。
それ
で小
泉氏
の排斥運動
が始まっ
たわ
けで
す。
学生
で部
隊を作
っ
て、
みん
な軍
人だ
ったから
総
長の
家ま
で入り
込
みま
した
。
そしたらい
ろんな問
題が
出まし
て、
それ
で小
泉さんは退
陣を決
意した
。
次に、
うちの
総
長に
は誰が良
いか
とい
うこ
とでま
た学
生大会を聞
きました。
その
とき
変な教
授
がい
てね
、
おれが学
長にな
るとか、
鈴
木なん
と
かと
い
う何か
すご
いの
が
い
たん
ですよ
。
おれを
学
長にしろ
とい
う 。
私は
「あの
人
は芸
者
買いを
やった
り酒を飲
んだ
りし
て
いる
のであ
んま
り社会の評
判が良くな
い人
だから
、
ああ
いう
人が学
長に
なる
のは
だめだ
」
といっ
た。
それ
で 我
々がいろいろ
検討し
てい
たら
、
その
当時、
朝日
新
聞に
いた
先
輩が来ま
し
てね、
我々
はも
っ
と専修大
学を有
意義な大
学
にしな
きゃ
い
けな
いとい
う
ことで
、
それ
で色々
と
ア ド バ イ ス
をもら
っ
て、
今 村 力
三郎
先生の総長就任
とな
りまし
た。
経緯を
少し
話すと、
学生委員が
直接、
今村先生のと
ころ
へお
伺い
した
わけ
です
。
そし
て事
情を
今村先生
にお
話し
たら
、
今村
先生も
「それ
で良いん
じゃ
ないか
」
とい
うこ
とでお
出ま
し願
った。
先生
は
老齢
で引
退さ
れて
、
あの
とき
伊一旦の修善
寺に
いま
した
。
そこに
学生
代表
が行
き
まし
て、
色々と
話
をしたら
、
東京大学の大河内
一男
さ
ん
が助
教授
で非
常に若いん
だけ
ども
、
あの
人が良
いだ
ろう
と先
生から
話が
ありまし
てね
、
それ
で僕
らの学生代表と、
それ
か
ら大
河内先生
-14-
と一
緒に
修 善 寺
に行
ったわけ
ですね。
その
ときの代表
は加藤君
です
。
その
とき、
今 村
先生と
大河
内
先生
が加
藤君と
一緒
に風
呂へ
入ったと
聞い
てま
す。
今村
先生が
いうには
、
「大河内君、
君は専
修大学
で頑
張っ
て
くれ」
と。
「君は助
教
授で
まだ
若い
けども
、
私は
非
常にあなたを
信頼し
て
るから
、
任せ
るからや
って
くれ」
とい
ったと
き
に、
大河
内先生
が、
風呂
のな
か
でぼろぼろと
涙
を流し
たと
、
加藤君
は帰
っ
てき
た後
、み
んな
に報
告
をしました
。
僕は幹
部を
やっ
てい
たも
のです
から
、
この
そうい
う熱心
な人な
んだ、
大河内先生
は良
い
なあ
って
思っ
てね
、
それ
で僕は専
修大
学に
いた
右
翼的
な
先生のと
こ
ろへ行
きまし
てね
、
「先
生は
こ の
大学
で講
義す
る価
値はあ
りますか、
やめ
て欲し
い」
って
いっ
た 。
話を
聞い
てね
。
ああ、
そう
す
ると
、
その
教授が
「樋
口さん
、
どう
し
て もこ
こにい
たいか
ら、
廊下
でも
良い
から置い
てく
れ」
と、
それま
で
軍 服
着て
たのが、
白い背
広に着
替え
て来
るんだ
ね。
あの右翼の先生
は今
でも
生き
て
る。
「ど
うし
ても
専修大
学に
いたいか
ら」
って
いった
けど、
私は断
固
は
ねた
、
だめだ
って
。
僕ら
は
あの先生
に連
れられ
て宮
城
前に
行っ
て 毎
日、
松林
で勤
労奉仕
をや
った
。
あそ
こに
行くと
思
い出 しま
すよ。
宮
城の横
に来
ると
「専修大学の予科参
りました」
と声
を上げ
たこ
とを
覚え
ている
。
そうい
う経験が
ある
ので
、
「先生
は専
修大学
に適
さな
いん
じゃな
いかな
」
とい
った
。
結局、
先生
は女子
系に行
きました
、
上智
に行
っ
たのか
な。
よく
会い
ましたけ
どね
。
戦中・戦後の専修大学を語る
そんな
こと
があり
まし
て、
大河
内
先生
は
東大の経済学部出身、
そ
れから
法学部
は杉
村章三
郎先生、
両方とも東大の学部
長でね
、
そこ
から
メ
ン バ
ーを集め
まし
て、
当時の東大の助
手や有
名な先
生
たちが
大勢
いま
した
。
み ん
な
専修大
学に来て、
そし
て僕らの
ところ
で授
業
やっ
てく
れた
ん
です。
それがち
ょう
ど
一年後の昭和二一
年で
しょ
うか
ね。
それま
で小
泉
先生
が講
義し
ていた
んで
すよ。
学 部 の 連 中
は点数
を取りた
いか
ら行
っ
たんだ
よね
。
僕は
反対し
てた
の。
「あんな
先生の講義を
受けたつ
で
しょ
うがねえ
んだ
から
、
大河
内さんが来
るから
待て
」
って
いって
ね。
それで
翌
年 の
六月か
ら大
河内先生
が中
心にな
って講
義が始ま
った
わ
けで
すね。
その
ときの
若 手 の
教員
は
当然助教授
で皆
さんが
知っ
てい
るよ
うな
有名
な人た
ちで
すよ。
後に
偉く
な
った
人たちばか
りでね
。
でも
当時
は一
生懸
命専修大学の
ため
に頑
張っ
てく
れた
。
我々
も復員軍人
で、
助手の先生
たち
と
同年代だ
から授
業を聞
き
たい
と思
い講 義に
行き
ま
した
。
そのうち
に組
織が固ま
り、
段々と
良い大
学
にな
ってき
たわ
け
です
ね。
だか
ら大河
内先生
って
いう
のは本
当に、
もち
ろん
後
で悪
口を
い
う人も
い
たけども、
非常
に立
派な方
でした
。
大河内先生の思
い出
をも
う少し
話すと、
僕
は戦
後卒業生の第一回
の大会
で呼
ばれ
て、
会議
に出
席し
たの
。
その
と
き僕は大河
内先生
に
卒業
生が多
いん
だか
ら寄
付を
もら
って
、
もう
少し校
舎
をきれ
いに
す
る。
それか
ら体育会
へ金
を払
っても
う少しグ
ラウ
ン ド の 整
備をと
いっ
たら
怒られち
ゃっ
てね
。
「君、
何を
いっ
てん
だ。
専修
大学
は
体育大
学じゃね
えぞ」
って
いわ
れ
て怒ら
れちゃ
った
。
それ
と、
「僕
は君たちの
四O
年先
を期
待
する
。
今は校
舎が
ある
の
だから
、
ここで
費用
を集め
て、
それ
で校舎を
きれ
いに
する
なん
て必
要な
い」
って大
河内先生
に怒ら
れちゃ
って
。
「坊さ
んた
ちが
檀
家か
ら費
用を集め
て本
堂を改築なん
てい
うのと
は違
'つんだ
から
」
と。
繁住
立派な先生だったね、陸上競技部の部長になるっていう話も
あったんだよ。
樋
口
「うちは体育大学じゃねえぞ」。そういう気持ちだったのね。
今、考えると大河内先生もすごいことやってるのよ。ああいう先生
それで専修大学がようやく軌道にのるわけですね。その頃私はも
う葬式ゃなんやかやでお寺のほうの仕事が忙しかったけ
ど、大河内
先生がうちの大学には哲学を教える先生がいない、 れだ 経済が進んでるけれども哲 の先生がいないと、僕に相談された。
それで当時、高山岩男教授という人が京都大学にいたの。でもそ
の人はやめて、大河内先生が清水幾太郎君っていうのがいるか
ら、
二十
世紀研究所2
に来てて暇だから、専
修大学によこすという訳で清水先生が入りました。私がお願 し 総合企画研究会の会長になって ただいた。清水先生は神田校舎の木造の部屋で僕らといつもダンボールで寝たんですよ
二十世紀研究所作った
ばっかりの頃だった。
はもういないから。
正門前で清水幾太郎先生を囲んで(昭和22年)
あの頃は清水幾太郎といっても行く大学がなかったんですよ。当
時は私立の旧制大学が少なかったですから。新制だったらいっぱいあったけどね。後で清水先生は学習院に引っ張られちゃいました。学習院のほうが給料が良いんですよ。残念だったけど。あの頃良い先生はみんな学習院に行った。一部の先生は学習院の下請けみたな感じね。
向こうは金にあかしてたんだよ。専修大学は金がなくてね。本当
に貧乏大学だったの。こ 辺は一番よく知って
る。あの当時、専修
大学 金があったら今頃すごい大学になっていたかもしれないな。
その頃のうちの予
科の学生は、大金
持ちのあんまり利口じゃない
奴が多かった。有名な警視総監 息子とか、
三和銀行の頭取の息子
とかね。慶応や早稲田を落 こち 奴が こなら入れる てい・つんで来たんです。だから茨城の多額納税者 も三人もいたん
-16-
ですよ。
だけど、予科を修了してから早稲田大学とか他の大学
へ行っちゃっ
たんですね。親の引き ね ここを出ると旧制高校と一緒、東北大学の一年と一緒ですからね。みんな行っちゃ
った。もうそういう時
代だったんですね。
僕らが専修大学に来た頃は
早稲田なんか学生いないんですもん。
早稲田の文
学部なんか生徒がいないんですよ、みんな
兵隊へ行っちゃっ
てね。だからうちから早稲田に行った がずいぶ いますよ。あのときは東大の法学部を除けばどこの大学でも大体入れた。東大の文
学 部 、
とく
に言
語 学
科は学生が
二人しか
いないか
らい
つでも
入
れる
っ
てい
vつん
でね
。
でも
僕は
その
当時、
専修
に入
ったんだ
から
、
ここ
も
良い大
学だ
とい
って残りま
した
。
最後
にも
う一
つ、
専修大学の名前を
変え
よう
とい
う運
動が
あ
った
んで
す。
専修大学
とい
う名
前では
坊
主大学と
間違
え
るっ
ていう
んで
すね。
特
に応
援団の連 中
は。
そこ
で学
生大
会に出
て来た学
生に
尋ね
たん
です
。
君、
専 修
って
いう
名前
はどうい
う患
昧か知
って
るか
と。
「専
門を履
修す
る」
こん
な良
い名
前
はな
いじ
ゃな
い
かと
。
東京経済
大学
とか、
専修経済大学
にしよう
とい
うのを
僕は反
対し
たん
です
。
絶対だ
めだ
と。
伝統が
ある
のに名
前を
変え
ちゃだ
め
だと
。
だから
専
修で
頑 張
ろう
じゃな
いか
つてね
。
それ
で 専
修大学の
名前
そのま
まで
維持し
たん
です
。
あの
とき反対
しなか
ったら
経
済大学
に
なっち
ゃっ
たん
ですよ。
東京経済大学と
一
緒にな
っちゃ
うからね、
専修の名前
は。
そんな
ことで
、
色々と
ありました
けど。
まあ、
その
後は若
手が
大
事に
やっ
てく
れましたから
私は
その辺
で引
っ込
ん
でい
ったん
です
。
戦中・戦後の専修大学を語る
そんな
ことが戦
争前
後です
か。
その
後はまた
色々と
我々と
はまた違
う世界
があり
ました。
新制大
学に
ついて
は私ど
もに
はわか
りま
せん
。
以上
この
辺
で。
大谷
大変貴重
な話
、
あり
がと
うござ
いま
した。
本当
は質
問
もした
いん
です
が、
それは
後に
いた
しまし
て、
次の世
代の先生
で、
繁住、
斉藤、
両先生
ですけど
、
それ
では
繁住先生
か
ら
お願
い
いた
し
ます
。
私が
専修大学の予科へ入
った
のは昭
和一九年。
土浦中学、
今
は茨城県
立土浦
第二口同等学校
とい
ってま
すけど
、
ここ
の出身
です
。
やはり
その
頃か
ら運
動部
に関
係し
てい
ま
した
。
どうも
学問
的に
は 弱
い方で
。
それ
で中 学は
五年ま
であり
ましたが
、
途中の
四年
で専
修大
学に進
学し
て来
ました
。
専修大学へ
来て、
今、
樋口
さんが、
すご
く悲観的
に弱い
学校み
た
いにい
ってました
けど、
私も
県立の中学か
ら来て、
学生の
多くが私
立や
夜間
から
入
って
きた
と
かそう
いう
話を聞
いた
とき
は、
多少
は惇
然とし
ました
。
しかしやはり
先生のメ
ンバ
ーも
よか
ったし
、
我々と
繁
住
しては
そうい
う意味
では
幸せ
な大
学だ
なと思
って
ます
。
運動部出身
なん
ですけれども
、
戦争
で運
動
部がも
うみ
んな
絶え
て
しま
って、
戦争中の記
憶っ
ていう
のは中
学四
年の時
に、
テニ
ス部
だっ
たん
で
すけれども
、
県の大会へ出
て、
県で
は銅
メ
ダルでし
たが
、そ
のとき英語
が全
然使え
なくな
りまし
て、
アウ
ト・セ
l
フじ
ゃ
なくて
線外
・線内。
あとはア
ド バ
ンテージ、
レ シ ー バ
ーだの何だの
って
あ
れは
どんな言
葉を
使
った
のか
なと
思っ
て。
今思
うとま
あ、
優先
とか
何かを使
ったんだ
ろ
うと思
いま
す。
そうい
う戦争
中の運動部の思
い
出が
ござい
ます。
戦後、
昭和
二一
年になり
まし
て、
陸上競技
部が箱根
駅伝
に出場す
るのに選
手が
不
足し
てい
たらしく
勧 誘
が来ま
して
、
戦争
中は学
生に
対し
て上
級、
中 級 、
初 級
とい
うよう
な
体力章
とい
うの
があり
ました
。
それ
で上
級の
人い
ますかとい
うよう
な
こと
で陸
上競技部の人
が勧
誘
に回
って歩い
たん
です
。
私も中
学時代
は、
校内
で
は陸
上部の連中
に
は負
けな
いよ
うな
走り
をし
てい
たも
んです
から
、
うっか
り
手を挙げ
それ
で陸
上競技部
に呼
ばれ
て、
昭和
二二年
に再
開
てしま
いま
して
、
され
た箱根
駅伝の二
区を走ら
せて
もら
いま
した
。
予 算
は
大学の経済
的な面
から
い
くと非常
に厳
しか
った
んでし
ょう
けれども
、一
応合
宿も小田原
で行い
ましたし
、
箱根
に
つい
ては
用 意
万端整
え
てく
れ
て、
我々
も参
加
する
こと
が
できました
。
当時
は戦
後
のこ
とで
、
食べ物
もな
いし
、
着るも
の
もな
い。
ないな
いづく
しで
走
っ たわ
け
です
けれども
、
シューズも
レンタ
ルし
て、
足
袋み
た
いな
も
んで
すけども
、
そうい
うも
のを使
いま
した
。
ラン
ニン
グ シ ャ ツ
もなけ
れば
ト
レー
ニングシャツも
なくて
、
陸 上 部
OB
が着
ていた
も
のを
もら
っ て着た
も
んでし
た0
1
私なんか
は幸い
にベ
ルリ
ンオ
リ
ンピック
に出
場し
た矢
沢正雄
(昭
和一
四年経済学部卒)
さん
とい
う先輩
がおり
まし
て、
その
先輩のを
着せ
てもら
って
、
練習
に
も励
みが出ま
した
。
物が
ない
とい
うこ
とに
ついて
は
各大学共通
なん
ですけれども
、当
時、
箱根の旅館
に合
宿に入
って
も、
米が
ない
と
ご飯
を出
し
てもらえ
ない
。
私は先ほ
ど申
し上げ
たとお
り茨城の土浦出
身です
から
、
田舎
の 叔 父 の 家
に頼
んで
、
米を何俵か合
宿
所ま
で運
んだ
も
んで
す。
運 ぶ
っ
てい
うのは簡
単
なよう
に今は
聞こえま
すけども
、
当時
はお
米を
一升
でも
二升
でも
持
って
歩いたら
大変
な時
代
で、
各駅ご
とに検
閲が
あっ
て、
それ
を逃
れなが
ら合
宿所
へ届
けるわけ です
。
肉も
なけ
れば何
もな
い、
運動選手とし
ては
す
こぶる
寂し
い話
なん
ですけ
ども
、
たまたま
箱根
で肉が出
て、
うまか
った
と
思っ
て
いた
ら、
後で
表
のお土
産屋のお
やじさ
ん
たち
に、
「学生
さん
が食
べ
たのは、
犬の肉
だよ
」
なん
ていわ
れた
こと
もあります
。
それ
でもうまか
った
わけ
です
。
そういう 思い出
が残
って
いま
す。
今で
はO
Bが指
導し
てく れたり
何
かしたり
し
てくれ
る
んでし
ょう
けど、
我々の
頃は何
もなし
で。 まあ
、
選手
もそ
ろわな
いとい
う
時代
でした
から
。
軍 隊 服
のまま
で戦
争か
ら帰
って
きた
学生
たち
が増え、
だんだん
部員も
増え
てきました
。
そうい
う時
期ですから
、
テレ
ビ 中
継も
な
い、
せい
ぜい
ラジ
オのス
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スに出
し
てもらう
程度
で、
母校愛だ
けで
走
って
いたわ
けで
す。
当時、
我々陸
上競技部員の意識とし
ては
、
六大
学に
は負け
えんじ
るな
。
少な
くとも早稲
田の膜脂のユ
ニフ
ォ
ームを
見たら
必ず
抜けと
いう
ぐら
いの
目標
をも
って
やっ
てき
ました
。
それが
一つの
闘争心
に近
い形
にな
ったわけ
です
。
その
甲斐あ
って
駅伝
では
その
当時
は四
位、
五位辺り
を常に押さえ
ていま
した
。
私 の
戦後と
いう
のは、
運動
部で
いえ
ばそ
こいら
の 話
にな
るわけ
です
。
戦争の
終わ
り頃、
我々
は勤労奉仕
に従
事し
てい
ま
したが
、
その
勤
労奉仕
で八
月
一五
日を迎え
て、 もう
みん
なと
会え
ない
と
その
とき
は
思い
込ん
で、
手なんか
握っ
て 、
また
い
つ会
え
るか
わ
からねえな
ん
て
別れ
たん
です
けども
、
何の
こと
はな い、
その
翌
日すぐ
会え
るよ
うな
状態
でした
。
勤労奉仕も
厳し
い労
働で
、
我々
は 午前中ぐら
いに
早番
で 帰っ
て 、
上野
辺り
で座
った
り
何か
し
ての
ん
きな
こと
をや
って
る
と憲
兵に
、
「お前ら学
生のく
せに
今 頃
何で
こ の
辺に
いる
んだ」
って
いう
、
「い
や 、
俺たち
の仕事の範囲
が終
わ
った
から
早く帰
ってきた
んだ」
って
いっ
ても聞い
てく
れなくて
。
「それじ
ゃあ、
お前
の 勤 労 奉 仕 の 方 角
はど
っ
ちだ」
って
い われ
て、
上野
から
松
阪屋の方
角を指さ
し
たら
「あ
っち
へ一
民れ」
なん
てい
われ
てね
、
それ
で駆
け 足
なん
てい
われ
て解
散。
途
中でも
ち
ろん横丁へ行
って
、
遊 ぶ
とい
っ たも
んです
けれ
ども
、
そう
いう
よう
な思
い
があり
ましたね
。
これ
は陸
上部へ入
る前
の話
です
。
戦争中の勤労奉
仕では
、
とにか
く我
々も
死
ぬこと
だけを考え
る教
育を受
けて
、
ボスト
ンバッグの中
それ
を種に脅
されたも
んでした
。
私は土
にかば
んでも
入
って
たら
、
戦中・戦後の専修大学を語る
浦から通
って
た
もん
です
から
、
上野の
駅を
降りる
と、
昭和通
りのグ
リ ー ン ベ
ル ト
がも
う死人の
山にな
ったり
、
いわゆ
る東京大空襲
があ
っ
た三
月
一 O日
でしたかね
、
深川辺
りが
やられ
た頃は。
それ
でも学生の本分
に
つい
ては
いわ
ゆ
る勤労奉仕の報国隊
ですか
ら。
胸 の
とこ
ろに
専
修大学報国隊、
誰々とい
う名札を
つけて
、
まあ、
戦争
中なの
で学
生服じゃ
なく
て、
何色
って
い'つん
ですか
ね。
黄色
っ
ぽい
よう
な、
いわ
ゆ
る国
民
服ですよね
。
あの色
でみ
ん
なそろ
って
、
あんま
り格好の良
いも
んじゃ
なか
ったけ
れども
、と
にかくそう
い
う
こと
をし
て 勤
労奉仕
に精を出し
てや
ってま
したね
。
戦争
が終
わ
って
、
陸上競技の試合
に出
たのは
二二
年
です
。
その
前
の 一 二 年 の 夏 頃
に陸
上部
に勧
誘され
て入
っ たわ
けで
すから
、
二O
年
と二
一年を挟
んで
、
私は田
舎に
帰っ
て学
生を集め
て文
化運動
とい
う
か、
そうい
うこ
とを
やりました。
もう
日本は刀
、
鉄 砲
では
なくて
、
文化
でいく
んだ
とい
う
ことで
、
土浦の学生を
集め
て、
町の中の講堂
をそ
の
土地の学校の校
長先生
な
どを説
得し
て使
わせ
てもら
い
ました
。
歌手の方た
ちな
んか
にお
願い
して
、
ソ プ
ラノや
ア
ルト歌
手など、
それぞれ
の特徴
のあ
る芸
大の教
授ク
ラス
の
方々
が土
浦へ来
て、
歌っ
てもらう
という
よ
うな
運動を
や
-19-
りました。
そうい
う激動の時代
です
し、
僕ら
は体
育会
系で
すから
、
落ち
着い
て本
に向か
って勉
強す
る
とい
う
のにどう
し
てもなじ
めな
い方で
。そ
れで
もや
っぱり
それなり
に希
望を
も
って
、
戦後の目標も
つけてや
っ
てきた
つも
りで
す
。
新制大学の話を
というこ
とでした
の
で少し
お話
し
ます
と、
我々
は
大学
が狭いと
感
じていま
したから
、
広い敷
地が
ある
と
良い
なとい
っ
たら
、
新制大
学になる
とや
っぱり
広さが要
求
される
とい
う
ことで
、
大学も
あ
ちらこ
ちら
広いとこ
ろを、
埼玉県の朝
霞や
、
昔の士官学校
の跡地
辺り
を探し
ている
とい
う話も聞き
まし
たけど、
最終
的には
今
の生
田に
なり
ました
。
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を聞
き漏ら
すま
いと
し
てメ
モ
をとる
とい
うよ
うな、
非常
に緊
張し
た
一時
期が
あり
ましたけ
れども
、
まあ、
その
後は学
生運動の延長
で中
身 の 薄
い学
生生活
にな
ってしま
っ
たと
いう
ような
こと
ですね。
専修
って
い
うのは非
常に
地味な
大学と
いう
印象
は、
これは
拭え
な
いこ
と
ですけれ
ども
、
運動部の活躍
なんか
につ
いて
、
私が学
生自治
会の代表
やっ
てい
た
頃は、
箱根
駅伝の応援の
ため、
これ
は学
生自治
会と
体育会のメンバー
が合
同
で、
あれ
は箱根
のどの
辺だった
か、
旅
館に前
も
って泊まりに行
って、
トラ
ックを
一台 動 員
して
、
それ
に乗
っ
て駅
伝
の応援を
したと
い
う記
憶が
あり
ます。
駅伝
に
つい
て思
うこ
とは
、
野球
でい
えば
六大
学と同じ
よう
に駅
伝
では
、
専修大
学は常に
そのメンバ
ーに
入っ
て
たわけだ
よね
。
以上
で
す。
戦中・戦後の専修大学を語る
あり がとう
ござ
いま
した
。あ
とからき
っと質
問さ
れる
と思
，つ
んです
けども
、
こち
らの
新井先生の
ゼミ
は常
に箱根
駅伝の選手
が在
籍し
てい
ます
。
毎年、
先生
は学
生と応
援に行
っておら
れま
すが、
ま
たそうい
う議
論を
し
てい
ただ
い
たら
良いと
思い
ます
。
今、
樋口
先生、
繁 住
先生、
斉藤先
生と
い
う順番
で、
それぞれ
戦争
中に
大学の予科
に入
学され、
戦後
に
旧制大学
を卒業さ
れた三
人か
ら
お話
いた
だきま
した。
大
谷
あとの
三人の
皆さん
は、
ちょう
ど一
番最初の新制
で入ら
れ
た方
だ
と思
い
ます
の
で、
お話
をい
ただきた
いと
思いま
す。
それ
じ
ゃあ、
五十
音 順
で秩
父先生
か
らよ
ろしく
お
願い
い
たしま
す
。
今、
司会の大谷先生
からお
話あ
りまし
たけども、
今こ
こに
い
る三人
は新
制で入
ったの
では
なく
、
専修大学の大学予科
に入
学し、
二年
間就
学し、
途中
で新
制大学
に強制移行し
ました
。
その
頃は先ほ
ど樋
口先
生も
お話あ
りまし
たように
学
部と専
門部
と、
大学予
科と
が
あっ
て 、
新 制
に 強 制 移
行し
たのは
予
科の学
生だけ
です
。
それ
で 、
個人的な
こと
を申し上げ
ますと、
父親が
広州
湾上陸作戦、
それか
ら満州
事変、
それから
終戦直前のと
ころで
は国
土防衛
隊と
い
うこと
で三
回も陸
軍に
召集を受け
まし
て、
まあ
出
征軍人の家
に相
当
するよ
うな
家
で、
進学
させ
てもらえ
るよ
うな家
庭状況
じゃな
か
った
んで
す。
したがっ
て夜
学だ
けで
も
行き
た
いと いうこと
で 、
ずっと
通
秩
父
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して
き
でお
ります
。
後にな
って夜
学でよか
った
な
って
いう
のは今
、
先輩
たち
の
お話
の
よう
に昼
間の学
生と
い
うの
は軍
需工
場に行
って勤
労動員を
したり
、
畑で
芋作り
をしたり
とかね
、
軍需工場
で爆
撃を
受け
て亡
くなった先
輩も
おられる
んです
けど
、
とに
かく
勉強を
ろ
くにし
てない
、
かわい
そう
な状
態の中
で、
私ら夜
間学生
は灯
火管制
はあり
ましたが
、
授業
はフ
ルに受
ける
ことが
できました
。
結果
的に
は恵ま
れ
ていた
んだ
な
あと
今では
思
ってお
ります
。
それ
で 夜
間の大学予科
を受
けよう
としたときに、
東京
には
中
央大
学と専修大学だ
けしかなか
った
んです
。
それ
で専
修大学に
やっと
取っ
てもら
った
とい
う
のが実
態
です
。
終戦直後、
小泉総長追放運動
が終
わっ
た 昭
和二
二年
の四月
に入
学し
てまい
りました。
それま
での
学 園
騒動が
うそ
のよ
うな
状
態で、
今度
は逆
に、
学生のエネ
ル ギ ー
は
一部
では
学
生自治会、
二 部
では
学
生会の活動
に向
けられ
、
非常
に盛
んで
した
。
当時
は、
先ほ
ど来
、
お話も
ありました
ように
、
軍 隊
から
帰
って
来
て復
学
をしよう
とい
う人が大
勢お
りました。
軍隊出身の人
は定
員の
十分の
一しか
入学
できな
いとい
う
制限が
あ
った
ように
聞い
ており
ま
す。
私ら
の予科の同級生
に警視庁の巡査部長の
半田さん
とい
う
方が
い
て、
ノー卜貸し
てく れな
んて
いわ
れた
こと
もあ
るんで
すけれども
、
とにか
く結構年
を食
った
人が多
い。
それ
と意外
に社
会経験を
してい
る人が多く
て、
家が貧し
いか
らじ
ゃ
なくて
、
結局旧制中学卒業後
に
勉強
をし直そ
う
とい
う人が中
心なも
の
ですか
ら意外
に情
熱が
あり
ま
した
。
学生会の代
表には
、
後に
公認会計士
に合
格し
た人
と
か、
大学の教
員にな
ったとか、
そういう
人たちが
意
外に多いんです
。
私ら
の同級
生で
は菱
木昭八朗
(後
に法学部教授)
が二
部の予科B
組におり
まし
た。
彼は軍
服を着
て
いま
した
ので
、
「軍
隊に行
ったのか」
って
聞い
たら
、
「い
や 、
着るも
のな
いか
ら古
着屋
で買
ってきた
んだ」
と、
こ
ういう
状 態
でしたね
。
戦前
は小
学校
六年
を
五年
で修
了し
て、
中学五
年制のと
ころ
を四
年
そし
て二
口同
(第
一高等学校)
、
東大
に進
学
する
とい
う
のが超
エリ
ー
トコl
スだ
っ たん
ですね。
それは
私に
と
って
も夢
でし
で修
了し
て、
た。
自分の家庭状
況か
らする
と
比 較
しょうも
ない
格
差で
す
けども、
とにか
く東大在学中
に高等文官試験、
ある
い
は外
交官試験
に合
格し
て、
二一
歳 の
とき
に
は高等文官
で大
礼 服
を着れ
るよ
うな
若者が
いた
んで
すよ。
しかし
それに
はと
ても
及ば
な
いどこ
ろか
、
戦争中
は爆
弾がばん
ば
ん落ち
てくる
東京
にず
っと
いま
した
。
それが
終戦
後にな
って
、
食料
もなく
、
栄養失調
にな
って
、
親が疎
開し
てい
た福
島県
に行
きました。
たっ
た四
ヶ
月離れ
て学
年末 試 験 を
受け
なか
った
ばっ
かり
に学
校に
一 戻っ
てみた
ら留
年だ
った
んで
すよ。
四ヶ
月し
か休
んでな
い、 しか
も成
績
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がク
ラス
で二
番だ
った
ので
、
「必ず
追い
つきますか
ら戻し
てく
ださ
し、Lー
って
いった
けど
「だ
めだ
」
って
い われ
て、
悔し
ながらも
同じ学
年を二
度やり
ました
。
その
と
きに
も
うこれ
以
上こ
こにい
てやる
もん
かと
いう
感
じで
、飛
び級
で専
修大学の予科
に入
った
。
ですか
ら私は
中学校の卒業免状
は
持 つ
てな
いん
です
。
そんな
こと
があり
まし
て、
勉強
はもう良
いや
と
思っ
ている
とこ
ろに
一年生の学級委
員を
引き受け
てく
れっ
てい
われ
ました
けど、
誰も
手が挙
がらな
いも
ので
すから
、
学生委
員に
なり
ま
した
。
それ
で予
科
の 一
一年
間、
学生委員
をや
って
いる
途中
に先ほ
ど来
お話
の大河内先生
が
経済学部
長で入
ってきて
、
後に学
長になり
ました
。
二年にな
ったと
き全学の学級委員
会が
あっ
て出
席し
たら
、
予科二ク
ラス
の
学級委員六人
のうち
四人が落
第し
てい
たん
ですね。
落第点二
科目
以上の
者は進
級させ
ないと
。
いわ
ゆる
「大河内旋風」
って
いう
のが
あり
まし
て
ね。
専修大学の評価
を上げ
るため
に成
績 の 悪
い人
間
は落
第
させ
るこ
とにな
った。
前も
って
いってく
れれば
良
いのに
、
後で
いわ
れた
もの
です
から
、
結 局
四人
が落
第し
て、
それ でど
こ行
った
か
って
い
うと早
稲田
大学
に
鈴木君
が転
学し
て行
きました
。
ほかに
内
海 兄 弟
が明
治大学へ転校し
て行
きました
。
日大へ行っ
たのも
いま
す。
そんな
んで
一学年
に学
級
委員が
二人し
か残
ってない。
もう
一人の古谷哲雄君
(昭
和二七
年
商経学部卒)
と私が残
ったん
ですけど
、
古谷
君は
後に三
菱
化学
を経
て聖
徳大学
で電
算担当の教授
にな
りました。
そのうち
に、
新制大
学になる
とい
うことに
な
りま
した
。
ところ
が
戦巾・戦後の専修大学を語る
専修大学
に資
金が
なくて
、
新制大学の単位履修
の説明書の原
稿を書
いた
けど印
刷す
るお
金
がな
いという
。
学生
は資
金があり
、
私が
たま
たま
学
生会内組織
に新制大学協議
会を作
っ
て副
委員
長や
って
いま
し
たので、
教務課の資
料を学
生が作
ってあげる
、
説明も
すると
いうこ
とを
買
って
出ま
した。
「大河内旋風」
の 後
で多
く
の 仲 間
が落
第し
た後
、
学級委員会
に出
席し
たら
、
「お前
、
自分た
ちだ
け助かった
から
っ
て大き
な顔し
て委
員会
に来
ちゃ
だめだよ
。
何を
や
って
い
るんだ」
と、
こう
いわ
れたか
ら、
先輩
に聞い
てみると、
「先生
に試
験の範囲が
どうな
るのか。
こ
の 男
たち
はまじめ
に授業出
てい
るから
落第点
は絶
対やめ
てく
ださ
いっ
てい
う要望書
を出し
たか
」
って
いわ
れた
。
それ
で次
の予科
二年
のと
きに
はそれ
をし
っ
かり
やり
まし
た。
その
時の先生
のなか
には
後に常
務理事
に
なった森
下澄男先
生が
い
ましたが
、
「先
生、
授業の試験範囲
を教え
てく
ださい
」
っ
て
いう
と、
惑を
か
けな
いか
ら
決め
てく
ださい
」
って、
僕が
「迷
って
い
うと、
「教科書の何
ペl
「何
でおれがお
前
らに
いわ
なけ
れば
いけ
な
いの
か」
ジから
何ペー
ジ
まで
」
とか
いわ
れ
てね
。
その情報をみ
んな
に流
し
て、
とに
かく
み ん
なが
落
第点
をとらな
いよ
うに
努
力し
たの
が予科一
一年
の
学級委員の仕事
でした
。
それから
、
当時
は教
科書が
足りな
いん
ですよ
。
じゃあ、
学生
が本
を作りまし
ょう
と。
結局、
謄 写 版
で刷
って
五円
で売る。
とに
かく
大
学は資
金が
ない
から
、
単位履修のガイド
ブックを刷
ってあ
げる
。教
科書
は自
分た
ちで
作っ
て学
生に分
けて
あげ
る。
そうい
うこと
をや
っ
ていた
。
奨学金も
一OO万円の枠が
あった
けれど
、
教務課の
平田さ
んや
杉山さんが結
局審査
できな
い
から、
学生会の委
員に推
薦し
てく
れと
いわ
れて
、
奨学金の予備審
査ま
で教
務課
に代
わ
ってや
って
いま
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した。
という
よう
な
こと
で新
制大
学二年
次に編
入し
てか
ら三年
間、
学 級
委員
を続け
ました
。
最初の
二
年 間 の バ ッ ヂ
は真
総
でで
きた陸
軍の襟
章み
た
いな
ご
っつい
も
のでし
たけど、
あと
の三
年
間は
社会人
にふ
さ
じゃ
あ学生が協力しましょうと。とにかく資金作りをしましょうと
い う こ と で
引 き 受 け て 、 当 時 コ ロ ナ と い う た ば こ が 一 箱 一 O 円 、 ピ ー
スが七
円
。 今
、
三OO
円
ぐら
い し ま す が
、
それを
一
日
一
箱
ず
つ
買 っ
た つ も り で 、 そ の
お 金 を 大 学 に 寄 付 し よ う 、 と い う よ う な 考 え で 七
円×三O日×一二ヶ月ということで、年に二五OO円、四年で一0000円、これを寄付する運動を始めようとしました。けれども授業 料 値 上 げ
ですら反対がある最中に、神田校舎の建て替えをするの
に お 金 を 出 そ う っ て い う の は す ご い 反 対 が あ っ て 、 三 回 ぐ ら い 学 生
わしい銀製のしゃれ
たパッヂで
上段左より昭和22.......23年、 下段左より同24....... 
26年の学級委員のパッヂ(秩父氏寄贈)
その五
個は創立一OO年
の と き に 大 学 へ 寄 贈 し ま し た 。
その頃に
学内経営協議会
とい
うのがあって、
神田校舎を
何と
かしなき
ゃ
ならな
い、
授業料も
上げなき
ゃ
いけないという
問題
も出
てきました。
もうとにかく
した。インフレですカら
、月
謝をどう
したら
上げられるか、
もう学校
の先生方が悲鳴上
げていましてね。当時は、学
生 が 一 番 偉 い ん で す
よ。学生は授業を聞くお客さんでお金を出す人。教員や職員はその月謝の値上がり
によって、収入が、
給 が 上 が る か 上
がらな
ということでした。
大会を聞きました。
で す が 、 だ ん だ ん 文 句 を い う 人 間 も 減 っ て き て 、 そ れ が 承 認 さ れ
て 、 そ れ で 神 田 の 旧 校 舎 が 取 り 壊 さ れ 、 新 し い 校 A盆 宍 今 の 一 代 前 のも の で す ね 。 そ れ を 奥 村 組 に 発 注 す る 運 び に な っ た と 、 こ う い う こ
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とです。
つ
斗ま わJ
私の大ざっぱな記憶ですけど学生が昼は三000人位、夜は三二
00人位おりましてね、学生会はすごく金持ちだった。ですから一部の方は先ほどの繁住さんの話では
な い で す け れ ど も 、 駅 伝 だ 、 野
球だといってもかぼちゃ食って勝てるかなんていう時代で、結局二部 の 学 生 会 か ら 、 援 助 金 を 提 供 し よ う と い う
ことで、私の聞いた話
じゃ
五O万円。今の価値では五OO万か一000万円ですね。それ
を運動部に寄付したと。その位の意気込みが二部にはありました。
また学生会にはそうそうたる人物がおりました。今でも付き合っ
ている員保潤一郎さん(昭和二四年経済学部、
一 六 年 法 学 部 卒 ) は
カですから今村総長は出席しませんでしたけど、築田理事長が中心
になって授業料改定の話し合いとかをやっておりました。
その当時、
評議員で税理士の加藤圭三さん(昭和一八年専門部計
理科卒)が持ってきた風呂敷包みのお金で教員と職員に給料を払ったというようなことを聞いてお
り ま す け ど も 、 と に か く す ご
く資金
繰り
に困っていました。
そのような理由で、今村総長や築田理事長の寄付で生田校舎を購
国 校 舎 の 改 築 な ん か で き な い わ け で す よ 。 そ れ
入したけれども、神
一橋
大学
で博士号取っ
て、
大東文化大の学部長を
やっ
ていま
した
け
ど、
こういう
人が
先輩
で、
私が
彼の次の会計委
員を
やった時
代
です
からね
、
皆さ
ん本当
に切
瑳琢
磨し
て助
け合
って
い
ました
。
その
おかげ
で卒業し
て間も
なく
、
校友会長
が、
新し
い形
で山
崎修
一さ
ん
(大正
五
年経済科卒)
とい
う
方にな
って
、一
三年間続くん
で
すが、
その
ときに
二部
の卒業生
が中
心
にな
って、
戦前卒業の役員ば
かり
で構
成され
て
るのが
不満
だと
いうこ
とで
「専互会」
とい
う
のを
作 っ
たん
ですよ。
それ
で 校
友会の役員
に戦
後の人
聞を
もっと登用
す
べきで
あると
い
う要望を出し
たと
ころ
、
昭和
二九年
一一
月にな
って、
その
うち三分
の一
か四
分の
一が選
ばれた
んで
すね。
そのな
か
に私
も入
って
おりま
した。
戦r:IJ・戦後の専修大学を語る
そのとき
に名
簿
を見ると、
後の校友会の幹
部では
、
千葉博
(昭和
二年専門部経済科卒)
名誉会長
と私だけが
当時入っ
ていま
した
。
それ
で 、と
にかくそ
の後
に、
校友
会長を務
めた
林一
夫先生
(昭
和
一五年専門部経済
科卒)
、
副会長を
やった
山口
省三
郎先生
(昭和
一
六年専門部経済
科卒)
など
は入
って
ませんで
した
。
二九年度の校友
会の改革
のと
きから
、
参画
させ
ていた
だい
たと
いうこと
で
す。
あと
『百年史』
など
に、
戦後
まもな
い頃に、
二部
はろ うそく
で 授
業し
たと
い
う記
述があ
りますが、
私は知りま
せん
。
実を
いい
ま
すと
私は
自分の会
社か
ら石
油
ラン
プを持
ってき
て、
そ
れに
灯
油を詰め
て、
教 壇 の 後
ろの
開い
ている
ところに
しま
っ
といて
、
停 電
する
とまずそれ
で明
か
りを点
けて
いま
した
。
当時マッチ
は
配給
で、
一日に
軸五本なん
です
。
だか
ら
ラン
プに
火を点
ける
のにも
大変
な時 代な
んですよね
。
私らのよ
う
に煙
草を
吸わな
い人
間は、
マッチ
を大
事
に持
ってい
たん
です
けど、
とに
かく
マッチが
ない
と電
気マ
ッ
チな
んて
いって
、
コ ー ド
から
ニク ロ ム 線
で熱を
起こ
して
、
煙草を吸っ
てる
人を大
勢
見かける時
代
ですからね。
それで
、
停 電
にな
ると、
総長が
おられる
隣
の小遣
い室
にバッテリー
を取
りに
い
くのが
学級委員の仕事
なん
です
。
それ
で手探
り
で降り
て
行っ
て、
思一
に充
電し
たバ
ッテ
リーを
持っ
てきて
授
業を続
ける。
それ
はも
う顔
が見れ
る程
度
で黒
板は見え
ませ
んよ
ね。
そういう
雑用を学
級委
員が
やって
いま
した
。
ほと
んど毎日
のよう
に停
電が
あったの
で
ねそれ
が富
士見町
、
今の靖国神社の右側
のほ
うに
、
進駐軍の宿舎が
そこ
だけは電
灯が埋々
と点い
てる
ん
あっ
たと
い
う噂なん
です
けど、
です
。
専修
大学
は道
路
がち
ょっ
と離れ
てい
ただ
けなの
に電
気が点い
てな
いので
不満が
ありました
。
そこ
で二
部の学生
で、
東京都内の大
学や専
門学校の連
中が、
当時
は大
学
って
い
うの
は全
国
で私
立大学
が二
一校 ぐ
ら
いし
かな
いんです
よ。
その一二
校目が戦
中
にで
きた興
亜工業大学
(戦後
すぐ
に千
葉工
業大
学と改
称)
。
その
ぐら
いし
かな
いん
ですよ
。
その
ときに夜
間学生連盟と
いう
のが
でき
て 、
電気の特配をGHQ
の教育局
に陳
情し
ようと
い
う運動が
始ま
りまし
て、
そこで
、
専修大
学の旧制学
部か
ら松浪敏雄
さん
(昭
和二
四年
法学部卒)
と、
大学予
科から私
が代
表
とな
り、
中央大学
に何
回か集ま
った
ことがあ
ります
。
その
とき議長
をや
っておられ
たのが
中央大学の松
津修さん。
日本
鉄鋼経営者連盟
(現在の
日 本鉄鋼連盟)
の事務
局に
いた
ので会い
に
行っ
た
ことがあ
ります
。
この
方は
後に
公
認会計士
にな
っ てN
HKの
公認会計士の番組
で紹 介さ
れるほ
どの
人物
です
。
東京都中小企
業 団
体経営者協会の税務指導を
していま
す。
それから
、
日大の代表
が柾
木
一策
さん
。
後に
参議院議員の全国区
に立
候補し
たので、
ポス
タ
ーを貼
って
あげ
たり
し
てみ
んな
で手
伝っ
たん
です
けど、
四九OO票
ぐら
い
しか
取れ
なく
て落
選し
ました
。そ
れが
後にな
った
ら
茅ヶ崎の市長
に
なっ
ていま
したよ
。
私の会社の
上
司が大岡
越前祭
で 越前守の姿
をし
てい
る写
真を持
って
きて
知った
ん
です
。
そのほ
か早
稲田
は長
谷部平
吉さんが
代
表で、
後に
彼は長
谷部
建 設
を設
立し
て
日本橋
に自
前の
ビル
を
建て
ました
。
こういう
連中
で電気の特配要求
をや
っ たん
ですよ。
当時
は早
稲田
大学
には
理
工学部が
なくて
、
早稲
田高
等工学校
とい
いま
した
。
高等
工業学
校で
もな
いん
ですよ、
そのま
た
一つ
格
下 の 乙 種 の 学 校
でした
。
また日
大
も高等工学校。
今では
早
稲田の
理工がすご
いと
かいう
け
ど、
二階
級特
進し
て新
制大学
にな
っ てのさば
って
いる
じゃ
ないか
っ
つって
いっ
たも
んで
すよ。
女子
専門学
校も、
都立女子専門学校
(現
・首都大学東京)
だとか
大妻女子専門学校
(現
・大妻女子大学)
とかも出
席し
ていま
したが
、
神田五大
学が中
心にな
って夜
間学生連盟
で電
気の特配の運
動を
した
んです
。
大
谷
あり
がとう
ござい
ました
。
いろいろ
我々も
わ
からな
い
こと
が
つづ
きまし
て長
谷川先生
お
あり
ますけどお
許し
く
ださい
。
それ
で 、
願い
い
たし
ます
。
長谷川
私は
工業学校を卒業
しましたが
、
戦後、
社会の変
化か
ら文
科系の学校
に進
みた
いと
思っ
て 、
専修
大学を見学し
に行
きました
。
私の家
は二
O年の空
襲で
焼
けて
しま
いま
したが
、
神田の
情
緒あ
ふ
れる町
並は、
空 襲
から
焼け残り、
数々の
本屋
さん
や外食券食堂、
映
画 館 、
お風
呂屋
さんと、
昔 懐
かし
い町
が残
って
いて
たい
へ ん
気に入
っ
たこ
とを覚
えていま
す。
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当時の専修
大学
は町
の
なか
にあ
って
、
南側道路の右側
の門か
ら入
ると、
二階
建の木造校舎、
左側
に
一 階建の木造図書館、
正面
には
三
階 建
て の鉄筋コンク
リー
ト
の校舎
があ
っ て、
一階
の中央部
には
掲示
板と事務室、
それから
、
右奥の地下
一階
には
食堂
がありました
。
それ
を見て専
修大
学を受
験し
よう
と思
い、
昭和
二二
年に
予
科の
二
部に入
学し
まし
た。
家か
ら大
学
までは
約
一時間
かけて通い
ました
。
私鉄と国
鉄を二回
乗り
換え
て水
道橋
駅を下
車し
て歩い
て八
分。
それ
が今で
は地
下鉄の
三回
線を利
用し
ます
と神
保町ま
で約三O
分
で大
学へ来ら
れるように
なり
ました
。
また
当時
は、
専修大学前
から
、
渋谷方面
へ行
く市電も走
って
いま
したが
、こ
れは
もうなくな
ってしま
い
ました
。
大学
の周りの
こと
を少し話し
ま
すと、
大学
に隣
接す
る東
側の道路
をはさ
んで
、
天理教
の布教所
があり
ました
。
布教時
間にな
ります
と
太鼓の音
が響い
て授
業
中は
煩いと
思った
もん
です
。
神田
校舎の敷
地は、
専修大学
が移
転し
てくる以
前は大き
な池だっ
たみた
いで
、
大雨
が降ると
神田川
の
水が溢れ、
この
池に
流れ
込ん
だ
と聞
いた
ことがあり
ますが、
今で
は神田
川全体の岸壁
補修工事
が完
成し
て水
の出
る心
配
もな
くなった
よう
です
。
神田
校舎の改築工事の時、
地下三階ま
で深く掘り下
げたら
、
地下
から
海
底で見
つか
る貝
殻が
沢山
出て
きたので、
周り
は海を埋め
立て
ていた
こと
がわかった次
第
です
。
授業
やクラ
スの
思い出
とし
ては
、
当時
は秩
父さんが
お話し
たよう
に、
電気事情が悪く授業時
間中
に停
電す
るこ
とが
たびたびあり
まし
た。
クラ
ス委
員が点し
た蝋
燭 の
火や
ラン
プの明か
りで
、
辛うじ
て授
業を続け
てい
ました
。
戦中・戦後の専修大学を語る
最近の教壇
は随分
低くな
りまし
たが
、
その
頃の教室の教壇
は七0
センチ
位あっ
て、
一列目の席
に座
っ
て授
業
を聞い
て
ます
と、
先生の
靴が
目に
入り
とても
気になり
ました
。
当時、
授業を受けも
つ先
生と
いうのは大河
内一男先生の
関係もあっ
たん
でし
ょうけども
、
内田義
彦先
生とか
いろ
んな有
名な
経済学部の
先生
が
いま
したが
、
そうい
う先生
方は
ほと
んど
全 部 兼
任だったと
思
いま
す。
それ
で二四
年
の新制大学
にな
ってから
やっと専修大学の
専
任 の
先生が決ま
って
、
授業す
る
というよう
にな
ってき
て充
実し
た
わ
けで
す。
ですから
先生
はもう
超
一流
のす
ばらし
い先
生が
来て
い
ました
。大
河内先生
にも
習っ
た記
憶が
あり
ます。
とにかく
そうい
うふ
うな
立派
な先生が
い
た時
代が
ずっ
とつ
寸つい
てきた
んで
、
そういう
面で
はすば
らしか
った
なと
思
いま
す。
僕たち
は東
大並みの
高い教
育を受け
てい
ると
自 慢
をし
てい
た友
達も大
勢い
ました
。
私は、
予科B
クラ
ス
でしたが
、
秩父
さん
は、
学級委員
とし
て活
躍
し、
大学
にも協力し
てい
ましたから
、
二七
年卒業のと
き、
神田
校舎
の増改
築に貢
献さ
れた
感
謝状を
今村総長、
築田理事
長か
ら受け
てい
ます。
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新制大学の移行の頃の話
を少し
させ
てい
ただ
くと、
昭和二
二年に
アメ
リ
カの教育使節団の
勧告をvつ
けて
、
文部
省は新し
い教育制度の
一環
とし
て旧
制大学を
新制大学
に移
行
させ
るこ
と
を発表し
ました
。
専修大学の場
合は、
神田校
舎の用地面積一
一0
00坪
だけ
で
は狭すぎ
ると
いうこ
とで
、
大学の設置が
認め
られなく
て 、
慌て
て建設委員会
を作り
、
用 地
を探し
ました
。
いく
つかの
候補地
のな
かか
ら生
田校
舎
の約四万
坪
もあ
る
広い用
地が決
定し
て、
専修大学
は日
本
電気と何度
も交渉し
て、
月賦
で購
入できる
ようにな
った。
非常
に苦
労し
たん
で
す。
こ
うや
って用
地の
ほか
、
教員の資格問題、
専任教員の
採用な
ど
いくつかの問題も解決してようやく認可を得たんです。
日本電気研究所は、戦時中、風船爆弾の研究をしていた施設で、
場所も約八0メートルの台地ということもあって空襲でやっ
てくる
B却を撃墜するために高射砲陣 跡の基礎 、防空壕があ
った。
そ
んな場所でした。
生田校舎までは、小田急電鉄の稲田登戸駅(現・向ケ丘遊園駅)
、
南側を下車して、約二O分ほど坂道を歩くんです。今は舗装されたり、北口からパスも出て便利になりましたが、当時は、泥道で農家の馬車も通り、雨が降りますと非常に歩き くい道でし
た。
それは
なんでかというと 二O万年前に富士山の噴火で飛んできました火山灰のせいです。
赤土(関東ロ!ム層)
とも呼んでいました。
校舎の整備はなんとか昭和二四年四月の授業開始に間に合って、
日本電気研究所の平
屋建ての建物
を教室に使用
して昼間部の
授業が
行われる
ようになりました。
それ
近付
町
で昼間部の学生
は、
神田
校舎から
除
生田校舎へ移ったんです。
四
復員された
学生も帰り
、
学生の
蜘
数も年々増加し
て、
施設の
充実も
凡又
開行
ったおか
げ
で、新
制大
学へと生
まれ変わったことは専修大学にとって大きな
チャンス
となったと
思い
ます。
卒業後は職員に採用してもらったんですが
みんな安い給料で我
慢して、苦しいなかで学校自体、とにかく一生懸命みんながやったわけです。
そのうちに学校も、
生徒がどんどん増えてきて
、よくなっ
てきたん 、
それからはだんだん給料もちゃんともらえるように
な
りました。
良くなっていった時期としては、鈴木義男先生が理事長
の頃だったというふうに記憶 ております。
そういう苦しい時代、昭和二七年から一日も休まずに学校へ来て
いました で、いろんなこと
をある程度は知っております。『百年
史』を作っ ときにはちょう
ど総務部長をやっていまして、そうい
う立場からこの『百年史』の編集関係についての責任者のような形で名前だけですけれども、
当時担当をしていました。
そういうことで平成三年頃まで大学
の役員で、
その後専修大学玉
名高等学校の理事長
になって、平成二二年一月の役員改選で退任し
ました。
ありがとうございました。
それでは最後になりましたが古家
大谷先生よろしくお願いいたします。
私の出身は和歌山県の田辺と うところで、戦時中は中学
生
でしたが、陸軍の飛行学校を志願して約二年、学校に通いました。そして旧制中学の五年生を、昭和二二年に卒業して、当時大学の予
古
家
科は中学四年生から入学する資格があったんですけども、どうも進学するには勉強不足だということで、同じ同級生に四年生から予科に入った、予科の学 では一年先輩ですけども、彼から専修大学に来いよという誘いを受けました。大河内先生な 有名な先生がいるからっていうので それで昭和二二年に予科に入学しまし 。
当時は終戦直後ですから食料難で、食堂でも食券が必要とするよ
うな学生生活を過ごしたんですけど、たま ま叔母が新宿におりましたので、その家に下宿 て、そこから神田校舎へ通いました。
ちょうど昭和二二年、予科へ入学した当初、予科の学生大会があ
りましてね。私も何もわかりませんけれども参加し ら、予科の無能教授一O名の追放大会を一階の木造講堂 やっていました
それが収まるとクラブ活動に従事しました。樋口先生とか坂本常
務が作られた総合文化研究会 活動しました。夏休みに大河内先生をはじめ有名な方々が一ヶ月問、
一般公開の講座を行っており、私
も負けずに銀座にポスターを貼って回りました。
一年生で何もわか
りませんから、お前貼ってこいつ いわれて
行ってきたけれども、
そんなこともありました。
戦中・戦後の専修大学を語る
それから
、
その当時今村力三郎先生が総長で、その秋、学部の学
生が受験を受けた際に強盗事件がありましてね、大きく新聞に載りました。そこで今村先生が学生を集めて、法律的ないろいろな説明をしてくれて、絶対協力するぞといった話が一番印象に残 います。
予科のクラスは私たちの時はA組とB組がありました。つ、
三OO人ほどいましたかね。当時、今村総長は神田校舎の教員
室の後ろにベッドを置いて、そこへ衝立をして、そこから学校に出て来る。大学の近くの地下には映画館があって、その ばには銭湯があったもんですから、今村総長 その銭湯へ行ってました。私なんか風目がないもんですから、学校の帰りに に たら先生が
一六Oず
いました。「先生、背中流しましょう」とかいった記憶があり す。
予科を二年で終えて、昭和二四年になり、新制大学の移行ととも
に生田校舎に通うように りました。新制大 になって、生田では第一回目の昭和二七年に卒業しました。あそこは今みたいな通学路は何もありません。あの山道、細い道をずっと三年間通いました。
一四歳になって、長谷川さんと一緒ですけれども、
そうして卒業して大学の事務職員になりました。
当時初任給は確か事務職員で五0
00円位ですかね。さきほどお話のあった菱木昭八朗先生が法学部の助手で同期ですから、やっぱり助手のほうが給料が良いのかな、なんて話をしましてね。その当時は月五、000円でボーナスも何も出ないですね。それから昭和二七年、鈴 理
長
・学長になっ
てか
ら職
員
組合を
門川d
ノ
\
昭和32年頃の生田校舎通学路
作れ
って
いうこと
で 、
当時
の平田
業務課長
が委員
長にな
って
、
組合
を作りま
した
。
それ
からい
くらか
給
料も
少し上が
って
きました。
そんな感じ
で当
時はボ
ー
ナスも
一ヶ月
くら
いで
したかね
。
昭和
四
。年頃だ
と大
卒で
二万
円ぐ
ら
いで
すからね
。
そんな
こと
があ
りまし
た。
それから
昭和二七年、
私は夜
間部勤務
で長
谷川さんも
一緒
でした
。
昼間
は時
間が
空い
ている
もの
ですから
、
午前中
は大
学院
の授
業を受
けまし
てね
、小林良
正先生
の日
本経済史
でした。
二級
下に後に
第一
三代
学
長にな
った望
月清
司さん
もい
ましたね
。
私は大
学
院のと
きに
は小
林先生
が
学長だ
った
と
思っ
て
いま
したが
、
資料
を見ると
もう学
長じゃ
なか
ったん
ですね
。
二七
年に
は 学
長職
を退か
れてま
したから
ね。
大学院
の経
済学
の主任
教
授っ
てい
'つん
ですかね
。
それからそ
の
後、
木村国治
先生が学
長
でしたかね
。
木村先生
にも
教わ
り
ました
。
小林先生
はあ
んま
りお
酒を飲ま
ない
ですけども
、
木村学長
はお
酒が
好き
でね
、
よく
地元
のす
ずらん
通りで授
業 終
わっ
てから
ちょ
っと
飲
みに
行こう
って
いわれ
て、
行っ
た印
象が
ありま
す。
それから
、
予科を
二年
で終え
てか
ら新
制大学
に切り
替
わる時
に、
上級生
は予
科一二年
が修
了
すると
ほか
の大
学に行
っちゃ
'つん
ですね
。
さっ
き
いっ
た私に専
修大学
に来い
とい
った人
も慶
応義
塾に行
っち
ゃ
いま
した
。
慶応義塾大学政治学科
や早稲田
の法
学部
に行
った
人も
い
ます。
慶応
に行
った奴
は慶
応か
ら今
度は南
カリ
フォル
ニア
大学と
コ
ロン
ビ
ア大学
に行
って
、
マイアミ大学
の教
授
にな
ったり
ね、
まあ
い
ろい
ろと、
そんなケ
!
スはい
っぱ
いあ
ったね
。
そういうこ
とがあり
ました
。
さっ
き話が出
ました
けど、
私の時
は
クラ
スは
少な
い
です けど
割
にみんな努力し
ていま
す。
囲碁
のア マ チ ュ
ア本因坊
の菊
池 康
郎さん
(昭和二
七年
商経学部
卒)
、
彼は同
級なん
ですよ。
学生チ
ャンピ
オン
で、
今現在
はア
マ チ ュ
アの八
段で
すけど
も、
元気
で
やっ
て
いま
す。
それから
野 球
部に
い
た高
橋純次
さん
(昭
和二
七年
商経学部卒)
は
いす
Y 自 動 車
の副
社長
・副
会長
になり
ました
。
それか
ら月
村 澄 男
さ
ん(
昭和
二七
年
法学部卒)
は東
京医科大学
から
編入し
てきて
、
東大
で法
医学
の古畑種基教授
のところ
で医
学博士号
を取
って
、
和洋女子
大学
の教授を
務め
ていま
したね
。
それか
ら小川幸一
さん
(昭
和二七
年
法学部卒)
は都
立商科短期大
学の学
長を
やりました。
それか
ら専
修大学法学部
の菱
木昭八
朗教授
がいま
す。
そう
いう
、
数少な
いで
すけれども
、
みん
な努
力し
ており
- 30-
ました
。
私に
ついて
話
をしま
すと、
二年 前に
元商学部教授
の山
下文明先生
主催
の
日本国際開発研究学会
に入り
ました
。
専修学校
(現
・専
修大
学 )
の卒
業生
で明
治二
八年
頃に入
学した韓
国人留学
生に
ついて
学会
で研
究発表
をしました
。
年史
のほ
う
に資
料
があり
ますけれども
。そ
の食
承兼
さん
、
申 佑
善さん
、
池 逸 燦
さん
の三
人が専
修学
校を卒業し
てから
韓
国へ帰っ
て、
高麗大学
で講
師を
務め
ていま
す。
その
うち食
承兼
さんは創
立者
のメンバ
ーの一
人に
入っ
て
いま
す。
私は
二回ば
か
り高麗大
学へ行っ
て 、
博物
館で
その
記
録を
とり
ました
。
特に
食
承
兼さ
んは
「韓国
の アダム
・ス
ミス
」
っ ていわ
れる
ほど
有
名な人
です
。
私は
「百年史』
を差し
上げ
ましたが
、
吉岡麗大学
の学
芸
員の課
長さ
んか
ら
資料
があ
った
ら欲
しいという
こと
で 、
二回
ばかり
行っ
て参りま
して
、
その
後
も個
人的な交
流を
して
おり
ます
。
まあ
、
そういう
面で
私は韓
国の
高麗大学と
は交流が
あり
ますけれ
ども、
特に
その
、一
OO年前
の専
修大学
の動向
と
いうこ
とで 、
大谷
先生
に
は資
料の
一部を差し
上げました
けど、
私は大
学院
の経済学
研
究 科
で
日本経済
史を学び
ましたから
、
そう
いうことに
興味
をも
っ て
いま
して
、
何か
お役に立
てれ
ばと思
いま
した
。
そんなこと
でござい
ます
。
諸先
生方
に
は大
変貴重
な話
を
いた
だ
きまし
で
ありがとう
ござ
いま
す。
(座談
会は
こ
の後
、
質疑応
答などを行
った
が、
紙幅
の関
係
大
谷
上省
略させ
ていた だいた
)
戦中・戦後の専修人宇学を語る
この
座
談会
は最
初にお
話
しま
したように
『専修大学史紀要
第二
号』
に何らか
の形で
反映
さ
せた
いとい
うこと
ですの
で 、
その
節は皆
さん目
を通し
ていた
だい
て 、
また
ご意
見を
いた
だきた
いと
思いま
す。
それから
、
今回は
こういう
形で
六
人の校
友の方々
に集ま
って
いた
だきました
けれど
、
これで
終わ
りにしな
い
で皆
さ
ま方
も機会が
あれ
ば大
学
史の
ほ
うから
聞き取
りに
行っ
たり
、
ある
いは
資料
を少し お持
ちなら
、
提供
してい
ただ きた
い
とお願い
に行 きま
す。
今後
もこ
のよ
うな機
会を
作っ
て 、
何か新
しい
ことがや
って
いけ
れ
ば良
いん
じ
ゃな
いか
と思
って
おり
ます
ので
、
ぜ ひ
と
もご協
力よ
ろ
し
くお願い
しま
す。
それ
では
今日は
これで
終わり
にした
いと
思いま
す
。
どう
もあり
がとう
ござ
いま
した
。
(了)
【註】ー自転車部
隊と
は
アジア太平洋戦争初期
の南
方作
戦な
どで
も
使用さ
れた
自
転車を移動手
段とし
て装備し
た陸
上戦闘部
隊の
こと
。
日本
陸軍
のものは
銀
輪部
隊と称
され
ていた
。
2昭和
一一一
年二
月、
細入藤太郎
(立
教大学教
授)
、
大河
内一
男( 東
京大学教授)
、
清水幾
太郎が設
立し
た財
団法人。
二十
世紀
研究所
の設
立目
的は
「社会科
学お
よ
び哲
学の
研究と普
及」
で、
「二
十世
紀教室
」
とい
う講
習会
の開
催、
「二
十世紀教室」
の講
義録
の出
版
-31-
を行
っていた
。
3戦後
の陸
上に
ついて
、
質 疑 応
答の際に
次の
よ
うな
発言
があ
った
。
繁住
陸上部
は、
相馬勝夫
(第
一O代学長、
第七代総長)
先生
が長い
こと
部長
をや
って
いま
した
。
戦後
の昭和三
O年頃、
合宿
所を
作っ
た
んで
すよ。
合宿所
とい
っても
人のガ
レ ー
ジを
借りた
もの
ですけど
、
ただそ
の頃で
も
六O
何円だ
った
んで
すよ。
それ
でO
Bか
ら僕が資
金
を集
め
ても二O
何円
しか集
まらな
い。
あと
でも相馬先生が「繁住、金のことは心配す
るなよ」といってくれてね。
後で川島正次郎(第六代
総長
)さ
んにその話を聞かせたんだよ。
本当に相馬先生っていうのは立
四O円も足りない。派だった
0
4戦争中の話については次のような質疑応答が行われた。
新井
戦争中の お 話 を ち ょ っ と 聞
き た い んですけ ど 、 大 学 が 段 々
こ う 戦 争 色 が 強 ま っ て く る と い い ま す か 、 い つ ぐ ら い か ら こ う 、大学の雰囲気って変わってきたんですかね。樋口
昭和一七年頃からじゃないですか。
会計学の黒沢 先 生 が
ラ ッ パ 服 着 て 、 学 生 を 連 れ て 農 場 へ 行 っ て い た か ら ね 。
昭 和 一 八 年 ご ろ に は 陸 軍 の 将 校 が 配 属 さ れ て い ま し た が 、
秩父大学ですと大佐、連隊長クラスが配属されましたよ。
私らの中
学校では野間少佐が軍事教官のトップでした。繁住
僕らのとこは中尉だよ。
新井
大学では配属された将校は何をしているんですか?
秩父
軍事教練という授業時間をもっていますからね。
私らみたいな若い者でも幹部候補生の資格を取るためにもう一六1一七才から城壁登りから伺旬などの訓練を教練として全
部や3りされた。
歩兵操典で歩兵の使い方の訓練の学科と実技が
あるんですが、その配属将校がそれを受けもつんです。
その偉い将校の下に実務教官がいて、それがもう、叩き上げ
のすごい少尉とかがいるんです。
私はそれで膝が悪くなって、
壁を登ることができなくなってようやく逃れられたんです。
で
も「
壁を倒すほどぶつかってみろ」
っていわれましたけどね。
学科も実技も良かったけど、膝が壊れちゃった。
手 棺 弾 投 げ た り 。
繁
住
そうですね、手摺弾を何メートル投げるかの訓練でね。
三 0 メ ー ト ル 先 に 行 か な い と 、
自 分 が 怪 我 し ち ゃ う 。
だ け ど 我 々
がやると一五メートルとか二0メートルしか飛ばないから、怒
秩
父
ら れ て し ま う 。
そういうのを学校でやるわけですよね。
戦争は嫌いだけど、軍隊に入ったら将校になりたい気持ちも
あり、頑張ったんですね。
新樋
井 口
そうなんです(笑
) 。
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学生会が報国隊に名前が変わりましたよね。
そのときは
スムーズにこう、やむを得ずっていう感じですか。
樋
口
命 令ですから。結局もう戦争で若い元気の良い人が兵隊に行っちゃうか
ら、その穴埋めにね。
私は実をいうと鉄鋼会社にいたんですけ
ど、その会社はすごいですよ。
女子挺身隊っていって女の人の
組織。
それから床屋さん、洋服屋さ
ん 、 そ ば 屋 さ ん が 国 民 徴 用
法で入ってくる。
それから力士隊といって、両国の相撲取りが
ド ラ ム 缶 を 両 手で持って船 に 積 む と か ね 、 徴 用 に よ っ て 力 士 隊 、女子挺身隊、それから学徒動員の学生とか、そういうグループが作3りされて、軍需工場で働くようになった。
実際にはそんな
秩
父
に 戦 力 に な ん な いですよ 。
床 屋 さ ん は 会 社 の な かで床屋 さ ん や っ
て る し 、 洋 服 屋 さ ん は 独 身 者 の 洋 服 の つ く ろ い を 直 し た り と か 、そんなことをやっていても、それでも軍需工場ですからね。新井
戦争中で、この 先 生 の
講義って記憶ある講義
あ り ま す か 。
樋口
戦争中、僕はね、日本文学が好きで、予科
一年 生 の と き
が 日 本 永 代 蔵 、 二 年 が 源 氏 物 語 、 一 二 年 が 万 葉 集 、 こ れ ら を 原 文で読まされて徹底的に鍛えられましたよ。
日大の文学部長の先生によるとても良い授業でね。
英語は使
い づ ら か っ た 。
先生が敵の空襲受けながらこんな英語を習うの
もおかしいなっていってたんだよ。
繁
住
おれが中学のときは先生がいってましたよ。
英語を読む
なんて国賊じゃねえかなんて。樋口
でも専修大 学 は 違 ' つ んですよ。
英 語 を す ご く や る んです、
旧
制高校と
一緒でしたから。
秩父
戦争中に電 柱 に 英 語 を
排斥せよとか赤尾敏大日本愛国党
首の赤ビラが貼つで
あ っ て も 、 先 生 に
あれどうしますかつて聞
いたら、
いや、勝って向こういったときに使えるように勉強し
戦中・戦後の専修大学を語る
なきゃだめだっていわれました。
(付記
)
この座談会に出席いただいた古家保二様が、平成二一年七月五
日
急逝されました。
古家様と長谷川様には座談会のメンバー選定など
当初から関わっていただき、お二人のご助力なくして、この座談
会
の開催はなしえなかったといえるでしょう。
古家様はこれまでも大学史資料課に、ご自身の資料の提供をして
いただくなど、多大なるご協力をいただいてきました。
本学として
も 古 家 様 が お 亡 く な り に な ら れ た こ と は 非 常 に 残 念 に 思 う と 同 時 に 、心からご冥福をお祈りいたします。
な お 、 今 回 の 座 談 会 に も 出
席 い た だ い た 古 家様 の 同 期でいらっ し ゃ
る長谷川様と秩父様に古家様
への追悼の文章をいただき掲載させて
33 
いただきました。
(大学史資料課
)
